
 

問

被害に係る科学的

範に販売、飼養等

難しい状況にある

 

特定外来生物の候
な選定作業を継続

 
 
 
 
 
 
 
 

固有生物の捕食・
の生態系被害、咬
る人の生命・身体
食害等の農林水
す侵略的な外来生
 
第１回分類群グル
哺乳類：ジャワ
爬虫類：カミツ
両生類：オオヒ
魚 類：ブルー
昆虫類：アルゼ
無脊椎動物：毒
植 物：ミズヒ

特 定 外

本制度の対象外 

・在来種又は明治元年

・個体としての識別が

・在来生物と外来生物

・他の法令で本法と同

 
 

※本法の規制の対象は、特
特定外来生物等の概念図 
題がないとされる外来生物 

導入形

に環境

で、個々

必要が

知見はあるが、広

がなされ、規制が

外来生物 

物

補として具体的
実施する生物 

 

 
競合・遺伝子攪乱等
みつき・毒などによ
への被害、農作物の
産業への被害を及ぼ
物 

ープ会合の結果 
マングース等 11 種
キガメ等   ６種
キガエル等   １種
ギル等       ７種
ンチンアリ等 ３種
サソリ類等   14 属
マワリ等     ３種

来 生 物

以前に導入された種 

容易な大きさ及び形態を有し

を分類することが困難な分類

等以上の規制が行われている

定外来生物、未判定外来生物及
未判定外来生物
種

類

名
 

特定外来生物と同属の外

来生物又は生態的特性が

類似している外来生物
 証

明

書

添

付

生

物

要注意外来生

 

文献等で影響が指摘されている外来生物のうち、特定外来生物以外の外来
生物であって、飼養等に当たり管理されている施設や場所以外に逸出、遺
棄しないように注意を要するとともに、科学的知見の充実に努める必要が
ある外来生物 
態・利用形態別のグループ毎

評価の仕組みの構築した上

の植物被害について判定する

ある外来生物 

ていない種（微生物等） 

群 

種（植物防疫法の対象種等）

び種類名証明書添付生物である。 


